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6月定例会 P2～5

委員会活動開始 P6～7

こんなこともやっています P8

ここが聞きたい P9（一般質問）

三並小学校児童 中牟田小学校5年生



６月定例会 ６月７日から14日の８日間の日程で開催された。
６月定例会は、報告２件・承認４件・議案５件が提案
され、審議の結果、原案のとおり可決した。

　今回、６月補正として大きな補正額となったの
は、10月に消費税対策として実施されるプレミ
アム付商品券事業（補助事業）の一部を県が取
りまとめるため、予算措置が急遽必要になった。
また、ため池の洪水吐改修工事も実施される。主
な補正内容は下記のとおり。

●目的
　令和元年10月予定の消費税引き上げによる家庭
への影響緩和と、地域における消費喚起・下支えの
ため。
●対象者（購入できる方）
①住民税非課税者（課税者と生計同一の配偶者・
扶養家族、生活保護受給者は除く）
②令和元年9月30日までに３歳未満の子どもがい
る世帯の世帯主
●制度の概要
・１冊5,000円分の商品券を4,000円で販売。
・対象者１人あたり５冊（25,000円分）まで購入で
きる（対象②は、対象子ども人数分の購入が可能）。
・商品券が使える期間・店舗は市町村が定める。
※くわしくは町のホームページ、又は総務課行政政
策係にお問い合わせください。

令和元年度一般会計６月補正予算

2億1,445万円を増額
総額121億6,129万円
（前年度121億7,347万円）

６月補正予算の主なもの（増額分）

質
疑
応
答
・
討
論

　
　

対
象
者
６
千
人
の
と
こ
ろ

購
入
見
込
み
を
５
千
人
と
し

て
、残
り
の
千
人
の
低
所
得
者

に
対
す
る
手
立
て
は
。本
当
に

低
所
得
者
の
方
が
２
万
円
出
せ

る
と
お
考
え
か
。

　
　

臨
時
給
付
金
と
違
っ
て
対

象
者
に
給
付
す
る
事
業
で
は
な

い
の
で
、あ
く
ま
で
購
入
見
込
み

と
し
て
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

必
ず
し
も
２
万
円
出
さ
れ
る
訳

で
は
な
い
の
で
、必
要
な
分
だ
け

買
わ
れ
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
財
政
課
長
）

【
反
対
討
論
】河
内
議
員
　

す
べ
て
の
低
所
得
者
に
行
き
渡

ら
な
い
の
で
反
対
。　

【
賛
成
討
論
】横
山
議
員

低
所
得
者
の
ほ
か
、小
さ
い
お

子
さ
ん
が
い
る
方
も
対
象
に
な

る
の
で
、こ
の
制
度
は
進
め
て

い
く
べ
き
だ
。

プレミアム付商品券事業費
1億4,179万円
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６
月
定
例
会
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一
般
会
計
補
正
予
算
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●森林環境税
　国民みんなで森林を支える仕組みとして、住民税均等
割と併せて賦課徴収される国税。令和5年度から年額
1,000円課税される。
●森林環境譲与税
　森林環境譲与税は、国民から徴収された森林環境税
が市町村及び都道府県に対して譲与されるもの。
　森林現場における諸課題にできるだけ早く対応する
ため、森林環境譲与税は令和元年度から譲与されること
になっており、譲与額323万円を基金に積み立てる。

　森林環境税及び森林環境譲与税に関する
法律の創設に伴い、森林の整備及びその促
進に関する財源に充てるための基金を設立
し、新たに筑前町森林環境譲与税基金条例
を制定した。

改元に伴う梅の植樹、
銘板・フラッグポールの設置

質
疑
応
答
・
意
見

　
　
私
有
林
の
な
い
大
都
市
の

自
治
体
が
私
有
林
面
積
の
広
い

自
治
体
よ
り
も
譲
与
額
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
。森
林
整
備
に
必

要
な
自
治
体
に
重
点
的
に
配
分

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　

配
分
基
準
は
、総
額
を
都
道

府
県
２
割
、市
町
村
８
割
で
案
分

さ
れ
、市
町
村
の
割
合
の
う
ち
私

有
林
人
工
造
林
面
積
で
10
分
の

５
、
林
業
就
業
者
数
で
10
分
の

２
、人
口
で
10
分
の
３
の
基
準
で

配
分
を
な
さ
れ
る
。

　

配
分
の
理
由
は
、単
に
森
林
の

間
伐
な
ど
森
林
整
備
の
み
な
ら

ず
、広
く
木
材
利
用
促
進
や
普

及
、啓
発
等
を
目
的
と
さ
れ
て
い

る
た
め
。　　
（
農
林
商
工
課
長
）

　
　
個
人
住
民
税
の
均
等
割
は
、

所
得
割
が
非
課
税
と
な
る
人
に

も
一
律
の
額
で
課
税
さ
れ
る
た

め
逆
進
性
が
高
く
、低
所
得
者
の

負
担
を
さ
ら
に
強
め
る
も
の
だ

が
。

　
　

こ
の
税
の
導
入
は
各
自
治

体
か
ら
の
強
い
要
望
に
よ
っ
て
実

現
し
た
も
の
で
、ま
ず
は
導
入
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、町
に
も
利

益
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
長
）

【
意
見
】河
内
議
員

　
森
林
整
備
は
、国
の
一
般
会
計

に
お
け
る
林
業
予
算
の
拡
大
な

ど
、よ
り
安
定
的
な
方
法
で
財
源

確
保
を
行
う
べ
き
。ま
た
、国
の
一

般
会
計
か
ら
需
要
の
あ
る
自
治

体
へ
の
財
源
配
分
と
い
う
観
点

か
ら
、地
方
交
付
税
の
総
額
を
増

や
し
て
財
源
確
保
を
行
う
方
が

適
切
と
考
え
る
。

森林環境譲与税基金
323万円

多目的運動公園管理業務
305万円

工業用地造成事業費
の支出のため

工業用地造成事業特別会計繰出金
946万円

記念事業の
新聞広告料及び
PR用原画作成委託料

平和推進事業
418万円

中島池及び地蔵谷池の
洪水吐の改修工事

農村環境整備事業
3,002万円
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議
案
審
議
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専
決
処
分

　

議
会
の
議
決
・
決
定
事
項
を
町
長
が

議
会
に
代
わ
っ
て
処
理
し
た
内
容
に
つ

い
て
、報
告
を
受
け
承
認
し
た
。

①
県
道
筑
紫
野
三
輪
線
に
お
け
る
事

故
　

町
の
水
路
管
継
ぎ
目
か
ら
の
漏
水

に
よ
り
道
路
が
陥
没
し
て
車
両
が
転

落
。損
害
賠
償
と
し
て
県
と
町
で
７
対

３
の
割
合
で
補
償
。（
全
国
町
村
会
総

合
賠
償
保
険
で
対
応
）

②
平
成
30
年
度
筑
前
町
一
般
会
計
予

算
の
繰
越
明
許
費
繰
越

　

災
害
復
旧
費
合
計
３
億
３
，７
５
１

万
５
千
円
を
繰
越
。

　

※

繰
越
明
許
費
と
は
、年
度
内
に
そ

の
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
も

の
に
つ
い
て
、翌
年
度
に
繰
り
越
し
て

使
用
す
る
経
費
。

③
筑
前
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
見
直
し
、住

宅
ロ
ー
ン
控
除
の
拡
充
等
、地
方
税
法

等
の
一
部
改
正
・
施
行
に
伴
う
改
正
。

④
筑
前
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
賦
課
限
度
額
が
93
万
円
か
ら
96
万
円

へ
増
額
。

・
世
帯
の
軽
減
判
定
基
準
額
引
き
上
げ

に
よ
る
軽
減
拡
大
。

・
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
被

保
険
者
に
対
す
る
軽
減
特
例
措
置
の

縮
小
。

【
反
対
討
論
】河
内
議
員　

　

１
世
帯
当
た
り
の
２
０
１
７
年
度
の

課
税
標
準
額
は
年
１
０
９
万
４
千
円
し

か
な
い
の
に
、国
保
税
は
高
騰
し
続

け
、高
い
市
町
村
で
は
所
得
の
２
割
を

超
え
て
い
る
。

　

減
額
対
象
額
が
増
額
に
は
な
っ
て
い

る
が
、協
会
け
ん
ぽ
と
比
べ
同
収
入
で

も
倍
近
い
保
険
税
は
、こ
れ
以
上
あ
げ

る
べ
き
で
は
な
い
。

【
賛
成
討
論
】横
山
議
員

　

負
担
増
が
重
い
中
間
所
得
層
の
負

担
を
で
き
る
限
り
緩
和
す
る
狙
い
で

の
賦
課
限
度
額
の
増
額
、低
所
得
者
に

対
す
る
軽
減
措
置
の
基
準
額
も
引
き

上
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お

い
て
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
を
求

め
る
観
点
か
ら
、応
益
割
に
係
る
保
険

料
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
見
直
し
さ
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、国
民
健
康
保
険
で

も
同
様
の
措
置
見
直
し
が
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

建
設
従
事
者
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

の
早
期
救
済
・
解
決
と
被
害
者
救
済

基
金
の
設
立
を
検
討
す
る
こ
と
を
国

に
働
き
か
け
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
。

　
【
結
果
】意
見
書
採
択

　
　

国
の
関
係
機
関
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

意
見
書
を
提
出

　

環
境
省
で
は
、今
年
度
中
に
予
定

さ
れ
て
い
る
大
気
汚
染
防
止
法
の
施

行
５
年
後
の
見
直
し
に
お
い
て
、対
策

強
化
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
も
多
く
の
建
物
に
ア
ス
ベ
ス
ト

が
残
っ
て
お
り
、健
康
被
害
を
出
さ
な

い
た
め
に
実
効
性
の
あ
る
方
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

●
現
行　

　

解
体
・
改
修
す
る
建
物
に
ア
ス
ベ
ス

ト
が
あ
る
場
合
は
自
治
体
に
届
け
出

●
新
し
い
仕
組
み

　

解
体
・
改
修
す
る
建
物
は
全
て
事

前
に
調
査
を
行
い
、ア
ス
ベ
ス
ト
の
有

無
を
自
治
体
に
報
告（
義
務
）

議
案

請

願

　

２
０
２
０
年
度
政
府
予
算
と
地
方

財
政
の
検
討
に
お
い
て「
地
方
財
政

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」の

提
出
を
求
め
る
。

　
【
結
果
】意
見
書
採
択

　
　

国
の
関
係
機
関
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

意
見
書
を
提
出

請

願

環
境
省

大
気
汚
染
防
止
法
の
改
正（
２
０
２
１
年
施
行
）に
よ
る

　
　
　

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策
の
強
化
を
検
討
中



5 筑前議会だより（54号）

議
決
結
果

【お詫びと訂正】

令和元年 6月定例会議員の賛否

　議会だより「うぐいす第53号」（令和元年5月1日発行）11ページの議決結果の記載に誤りがありました。
　議員名欄の左側から５番目に奥村忠義議員の名前が掲載されていますが、正しくは深野良二議員の名前が入
ります。両名とも全議案に賛成されています。
　関係者ならびに読者の皆様にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。

議長　田中政浩は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

建設従事者のアスベスト被害の早期救済・解
決と被害者救済基金の設立を検討すること
を国に働きかける意見書・・・Ｐ４（請願審査）

専決処分の報告（県道筑紫野三輪線における
事故）・・・Ｐ４①

専決処分の報告（平成30年度筑前町一般会計
予算の繰越明許費繰越）・・・Ｐ４②

筑前町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例・・・Ｐ４④

平成30年度筑前町水道事業会計補正予算（第
３号）・・・納付すべき消費税額増加による補正

令和元年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正
予算（第１号）・・・Ｐ３（工業用地造成事業費の補正）

令和元年度筑前町一般会計補正予算（第３
号）・・・Ｐ３（工業用地造成事業費の補正）

令和元年度筑前町一般会計補正予算（第２
号）・・・Ｐ３（主な内容を掲載）

筑前町森林環境譲与税基金条例の制定・・・Ｐ
３(森林環境譲与税基金）

令和元年度筑前町一般会計補正予算（第１号）
・・・Ｐ２（プレミアム付商品券事業費の補正）

筑前町税条例等の一部を改正する条例
・・・Ｐ４③

地方財政の充実・強化を求める意見書
・・・Ｐ４（請願審査）

可
決

そ
の
他

可
決

補
正
予
算

報
告

専
決

承
認

条
例

可
決

可
決

発
議

横
山
　
善
美

河
内
　
直
子

木
村
　
博
文

山
本
　
久
矢

奥
村
　
忠
義

山
本
　
一
洋

田
口
　
讓
司

深
野
　
良
二

木
村
　
和
彦

石
橋
　
里
美

持
山
　
英
幸

柳
　
　
雅
明

寺
原
　
裕
明

○○○○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

審
議
結
果

審
議
な
し

区
分

議案名

議員名
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反対討論・賛成討論はP4をご覧ください。

反対討論・賛成討論はP2をご覧ください。

_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

区域外路線の認定の承諾・・・筑紫野市が区
域を越えて道路認定を行うことについての
町議会の議決



現場支援のために

委
員
会
活
動
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所管課の施策説明会

総務建設常任委員会

文教厚生常任委員会

　長年の課題となっている地域巡回バスやコミュ
ニティづくりについて、先進地の取り組みを視察
し、町施策に活かせるヒントを探り、より良い方策を
研究します。
　また大刀洗平和記念館のPR活動を行い、来館
者増大を目指します。

　６月５日(水)めくばーる健康福祉館において、意見交換
会を行いました。
　民生委員・児童委員は、石丸会長をはじめ13名の役員
の方が参加されました。
　意見交換会の中では、「独居高齢者のさまざまな課題」
「教育問題」「自治会やPTAに加入しない問題」等の意見
がありました。
　意見交換会で出された意見については、委員会で論議
して各関係機関に提言していきます。

●毎月の常任委員会の開催
●６月28日　常任委員会所管の施策説明会
●７月22日　筑紫野市コミュニティ・バス視察調査　　
●県内６地区の教育事務所への平和記念館PR活動

主な取り組み

●毎月の常任委員会の開催
●６月20日　常任委員会所管の施策説明会
●６月19日・25日　中学校アフタースクール訪問
●６月28日　町ＰＴＡ連合会との意見交換会　　
●７月25日　教育委員との意見交換会　　　　
●２学期中に実施　各学校訪問

主な取り組み

民生委員・児童委員との意見交換

町政につなげ！～委員会活動開始～

～民生委員・児童委員との意見交換会～

6筑前議会だより（54号）

住民目線の
　　　　サービス向上を
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委
員
会
活
動

編集技術の向上をめざす

昨年の議会報告会の様子

　各種団体との意見交換会を開催します。事
前に頂く質問や要望等をもとに意見を交わ
し、問題に対する認識を深め、町の取り組み
の確認や要望を行っていきます。
　また、現代の社会問題等の勉強会を開催
し、議員の資質向上に取り組みます。

　議会広報誌の編集について、編集のプロ
の方から「診断」を受ける研修に参加しま
す。
　発行したばかりの広報誌を実際に見てい
ただき、適切な表現方法や読者の立場から
の意見など、様々なアドバイスを受け、議会
情報を住民にわかりやすく伝える技術の向
上を目指します。

議会基本条例の検証

　議会基本条例では、任期開始後に議会活動の
検証を行うことになっています。
　現在、委員会で検証作業を行っており、結果を
まとめた後に議員全員で協議を行い、今年の秋
頃に公表を行う予定です。また、検証により把握し
た課題に対する調査・研究を行っていきます。

※意見交換会の開催
● ７月13日　男女が輝くまちづくりを考える会
● ７月24日　区長会
● ７月29日　筑前町シニアクラブ連合会
● ８月21日　商工会との意見交換会
●10月19日　議会報告会

主な取り組み

意見交換会
　　　　　　の実施
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議会活性化検討特別委員会

議会運営委員会

議会広報特別委員会

住民の声を現場の声を
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議
会
活
動～こんなこともやっています～

防衛省情報施設連絡協議会役員会in京丹後市５月21日（火）

　この協議会では、防衛省のレーダーサイト及び特定
の通信所を対象とする「基地交付金」の予算増額に向
け、全国34市町村議会が連携して運動を行っています。
　筑前町には下髙場に「太刀洗通信所」があるため加
入しており、現在筑前町議長は理事を務めています。
　「基地交付金」とは、固定資産税の代わりに町が国か
ら受け取るお金のことです。協議会が発足する以前はわ
ずかな交付金しかありませんでしたが、協議会の活動に
より増額され、平成30年度の交付金額は1,255万円で
した。
　今後とも、関連団体と連携を密にしながら積極的に活
動していきます。

　現在、朝倉市江川ダムの直上流の位置に小石
原川ダムが建設されており、議会で視察に行って
きました。
　ダムの建設は、小石原川沿川の洪水被害を軽
減する「洪水調節」、異常渇水に備える「緊急水の
確保」、福岡県南地域の「水道用水の確保」を目
的としています。
　完成は2020年の予定であり、その効果が大変
期待されるところです。

小石原川ダム工事現場視察
６月１７日（月）

全町避難訓練・議会模擬訓練
６月１６日（日）

堤高が139m九州一高いダムの建設

　議会では、「筑前町議会災害対応方針」及び
「筑前町議会災害対策協議会設置要綱」を制定し
ています。
　今回の全町避難訓練にあわせて、全議員も模
擬訓練を行いました。各地域の避難状況を町議
会災害対策本部に報告をするものです。
　その結果、災害時の迅速な連絡体制等の必要
性を再確認できました。

避難所の状況

全国より参加されている役員会
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一
般
質
問

　６月議会では、８人の議員から13件の一般質問が行われ、町政全般について活発な
議論が展開されました。
　なお、全文記録（会議録）については、筑前町ホームページに掲載しますので、ご覧
ください。（http://www.town.chikuzen.fukuoka.jp/）
※一般質問に関する記事は、質問者自身で作成しています。

  町政を問う町政を問う町政を問う
一般質問一般質問一般質問

月定例会月定例会６
ここが
聞きたい！

検索筑前町議会

深野良二　議員

簡
素
で
効
果
的
な
制
度
設
計
を
行
う

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

　
　
な
ら
な
い
制
度
設
計
を

深
野
　
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
導
入
に
む
け
た
進

捗
状
況
は
。

総
務
課
長　

職
員
の
勤
務

実
態
を
把
握
す
る
た
め
に

調
査
を
２
回
実
施
し
、進

め
て
い
る
。

深
野
　
法
改
正
の
趣
旨
を

踏
ま
え
た
制
度
設
計
を
考

え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

現
に
存
在
す

る
職
を
精
査
し
、住
民
の

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
簡
素

で
効
率
的
な
行
政
体
制
を

実
現
さ
せ
た
い
。

深
野
　
職
務
経
験
の
要
素

を
考
慮
し
た
初
任
給
の
設

定
を
す
べ
き
だ
が
。

総
務
課
長　

職
務
経
験
等

を
反
映
で
き
る
よ
う
な
検

討
が
必
要
だ
。

深
野
　
優
れ
た
人
材
の
長

期
任
用
や
昇
給
制
度
も
検

討
し
て
は
。

総
務
課
長　

制
度
設
計
の

中
で
検
討
し
て
い
く
。

深
野
　
制
度
導
入
に
む
け

た
財
源
は
。ま
た
、財
源
を

ど
う
す
る
の
か
。

総
務
課
長　

必
要
な
財
源

額
は
、
制
度
設
計
が
終

わ
っ
て
い
な
い
中
で
提
示

す
る
こ
と
は
難
し
い
。ま

た
、財
源
に
つ
い
て
は
、国

の
特
別
交
付
税
措
置
と
町

の
負
担
も
あ
る
が
、住
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
効
果

的
・
効
率
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
、適
正
な
制

度
設
計
を
行
っ
て
い
く
。

深
野
　
制
度
の
導
入
で
臨

時
・
非
常
勤
等
職
員
の
待

遇
改
善
、雇
用
安
定
に
つ

な
が
る
よ
う
取
り
組
み
を

お
願
い
し
た
い
。

※

「
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
」と
は
、地
方
公
務
員
法
及

び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
２
０
１
７
年

に
成
立
し
、自
治
体
の
非
正

規
職
員
の
任
用
・
服
務
規
律

等
の
整
備
を
図
る
も
の
で
２

０
２
０
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
。

会
計
年
度
任
用
制
度
を

　
　
　
住
民
の
利
益
に

さらなる住民サービスを
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一
般
質
問

石橋里美　議員

検
討
し
て
い
き
た
い

液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
を

石
橋
　
液
体
ミ
ル
ク
の
有

用
性
に
つ
い
て
、男
女
共

同
参
画
社
会
の
観
点
か
ら

ど
の
様
に
捉
え
て
い
る
の

か
。

企
画
課
長　

子
育
て
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、国
・
県
の
見
解
や

利
用
者
の
声
、普
及
状
況

を
把
握
し
て
い
く
。

石
橋
　
災
害
時
の
物
資
供

給
協
定
を
コ
メ
リ
災
害
セ

ン
タ
ー
と
結
ば
れ
て
い
る

が
、液
体
ミ
ル
ク
は
調
達

可
能
か
。

環
境
防
災
課
長　

調
達
可

能
な
物
資
と
い
う
回
答
を

得
て
い
る
。

石
橋
　
液
体
ミ
ル
ク
の
啓

発
活
動
に
も
利
用
で
き
る

よ
う
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
に
よ
る
活
用
も
視
野
に

入
れ
て
、災
害
時
の
生
活

必
需
品
と
し
て
備
蓄
で
き

な
い
か
。

町
長　

現
物
を
確
認
し
、

担
当
課
等
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

石
橋
　
家
庭
で
発
生
す
る

高
齢
者
の
熱
中
症
が
増
え

て
お
り
、そ
の
対
策
の
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、町
の
取
組
み
は
。

福
祉
課
長　

ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
定

期
的
な
訪
問
や
電
話
で
の

熱
中
症
対
策
の
声
掛
け
や

確
認
、民
生
委
員
さ
ん
に

は
訪
問
時
の
見
守
り
を
お

願
い
し
て
い
る
。

石
橋
　
部
屋
の
温
度
を
見

て
熱
中
症
予
防
対
策
に
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
る
温
度

計
付
き
カ
ー
ド
を
配
布
で

き
な
い
か
。

町
長　

様
々
な
熱
中
症
対

策
の
一
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と

し
て
研
究
に
値
す
る
と
考

え
て
お
り
、研
究
、検
討
し

て
方
向
性
を
出
し
た
い
。

国内で生産、市販されている液体ミルク
写真右：アルミ缶（賞味期限１年）
写真左：紙パック（賞味期限６ヶ月）

山本一洋　議員

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
町
づ
く
り
の
基
本
だ

で
き
な
い
か
ら
で
は
な
く

　
何
が
で
き
る
か
の
発
想
を

山
本
　
戦
没
者
追
悼
式
典

参
加
者
等
も
会
員
の
高
齢

化
に
伴
い
年
々
減
少
し
て

き
て
い
る
が
、対
応
は
。

福
祉
課
長　

町
広
報
や
防

災
無
線
を
利
用
し
て
の
呼

び
か
け
や
、個
別
案
内
状

の
送
付
を
行
っ
て
い
る
。

山
本
　
従
来
通
り
の
対
応

を
し
て
も
、参
加
者
が
増

え
て
い
な
い
の
が
現
状

だ
。町
が
行
っ
て
い
る
平

和
に
関
す
る
事
業
が
色
々

あ
る
が
、町
全
体
で
平
和

を
考
え
る
一
日
と
な
る
よ

う
な
平
和
の
日
の
設
定
を

考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

が
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か

り
で
あ
る
。そ
れ
ぞ
れ
が
、

充
実
し
た
形
に
な
っ
た
時

に
は
、検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

山
本
　
全
国
で
は
、ど
の

く
ら
い
の
自
治
体
が
平
和

の
日
を
設
定
し
て
い
る
か
。

企
画
課
長　

全
国
で
16
自

治
体
ほ
ど
が
平
和
の
日
を

設
定
し
て
様
々
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
。

山
本
　
取
り
組
み
内
容

は
、本
町
と
変
わ
ら
な
い
。

こ
こ
で
16
自
治
体
の
仲
間

入
り
を
し
て
、筑
前
町
の

平
和
の
取
り
組
み
を
全
国

に
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
だ
。

早
急
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。

山
本
　
め
く
ば
り
館
の
来

館
者
を
増
や
す
対
策
は
。

福
祉
課
長　

地
域
の
人
を

元
気
に
す
る
た
め
の
養
成

講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。

山
本
　
地
域
の
力
を
活
用

す
る
こ
と
は
、大
事
な
視

点
だ
。趣
味
や
健
康
の
た

め
色
々
な
講
座
や
仕
掛
け

が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

時
代
に
合
わ
せ
た

活
用
を
す
べ
き
だ
。認
識

は
共
有
し
て
い
る
。

筑
前
町
平
和
の
日
の

　
　
　
　
　
設
定
を

災
害
時
用
と
し
て

液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
を

温
度
計
付
き
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
の
配
布
を

め
く
ば
り
館
を

有
効
活
用
す
べ
き
で
は

めくばり館を仲間との触れ合いの場に
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一
般
質
問

木村博文　議員

機
構
改
革
で
検
討
す
る

商
工
担
当
係
を
設
置
し
て

　
　
　
　
更
な
る
活
性
化
を

木
村
　
農
林
商
工
課
に
商

工
係
を
置
い
て
連
携
を
強

化
し
、活
性
化
を
図
る
べ

き
で
は
。

総
務
課
長　

機
構
改
革
の

中
で
検
討
し
て
い
く
。

木
村
　
観
光
協
会
の
設
置

を
。

町
長　

観
光
施
策
を
研
究

す
る
場
は
必
要
。官
民
一

体
で
議
論
し
て
い
く
べ
き
。

木
村
　「
イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー

ク
作
戦
」（※

）を
取
り
組

め
な
い
か
。

環
境
防
災
課
長　

同
作
戦

は
住
民
主
体
の
理
想
的
な

取
り
組
み
で
、低
コ
ス
ト
で

期
待
で
き
る
の
で
、導
入

を
検
討
し
た
い
。

木
村
　
飼
い
主
の
体
調
不

良
等
で
飼
養
が
困
難
に
な

る
ケ
ー
ス
の
対
策
を
。

環
境
防
災
課
長　

里
親
と

繋
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
の
為
、諸
団
体
や
地
域

住
民
と
の
連
携
を
図
る
。

木
村
　
学
校
グ
ラ
ン
ド
の

芝
生
化
を
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

地
域
の
協
力
体

制
が
必
要
で
、学
校
運
営

協
議
会
等
で
熟
議
し
て
頂

い
た
上
で
、支
援
を
し
て
い

き
た
い
。

木
村
　
中
学
校
体
育
館
前

に
、熱
中
症
対
策
の
自
動

販
売
機
設
置
を
。

教
育
長　

学
校
運
営
協
議

会
等
で
協
議
さ
れ
て
、要

望
が
あ
れ
ば
、設
置
可
能

と
考
え
る
。

※

「
イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作

戦
」と
は
、放
置
さ
れ
た
フ
ン

を
チ
ョ
ー
ク
で
囲
ん
で
飼
い

主
に
啓
発
す
る
取
り
組
み
。

商
工
・
観
光
の

　
　
　
　
　
振
興
を

ペ
ッ
ト
を
取
り
巻
く

　
　
　
　
環
境
整
備

子
ど
も
の

　
健
全
な
体
づ
く
り
を

農林商工課・商工係を

持山英幸　議員

投
票
管
理
者
な
ど
の
人
員
確
保
が
困
難

三
輪
地
区
に

　
期
日
前
投
票
所
の
開
設
を

持
山
　
皆
が
投
票
し
や
す

い
よ
う
に
三
輪
地
区
に
も

期
日
前
投
票
所
を
開
設
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

総
務
課
長　

投
票
管
理

者
、立
会
人
、事
務
従
事
者

の
確
保
が
難
し
く
、増
設

が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

持
山
　
選
挙
の
期
日
前
投

票
所
は
、二
階
か
ら
一
階

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

本
庁
舎
一
階

に
は
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
。

持
山
　
本
庁
に
な
け
れ
ば

公
民
館
支
館
に
し
て
は
。

総
務
課
長　

今
ま
で
話
は

な
い
が
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

持
山
　
少
子
化
に
よ
る
後

継
者
不
足
が
、各
業
種
に

及
ん
で
非
常
に
深
刻
な
状

況
で
あ
る
。農
業
に
お
い

て
は
、高
齢
化
が
進
み
耕

作
放
棄
田
が
多
く
な
り
、

獣
に
よ
る
住
民
へ
の
被
害

が
心
配
だ
。行
政
の
対
策

は
。

農
林
商
工
課
長　

多
目
的

機
能
支
払
交
付
金
事
業
で

支
援
を
行
い
、
農
作
業
の

効
率
化
・
省
力
化
を
図
る

た
め
、草
刈
り
機
の
導
入

な
ど
の
助
成
を
行
っ
て
い

る
。

町
長　

働
き
方
改
革
の
時

代
で
農
業
と
職
の
二
つ
を

持
つ
こ
と
に
大
企
業
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。若
い
人
達
は
Ⅰ
Ｔ

及
び
ロ
ボ
ッ
ト
を
利
用
し

た
ス
マ
ー
ト
農
業
を
目
指

し
て
い
る
。

持
山
　
今
後
は
大
規
模
農

家
と
共
に
、小
規
模
・
兼
業

農
家
も
重
要
に
な
っ
て
く

る
が
。

農
林
商
工
課
長　

農
家
の

所
得
向
上
の
た
め
、六
次

化
の
推
進
・
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

投
票
率
を
上
げ
る

　
　
　
　
　
た
め
に

後
継
者
不
足
の

　
　
　
　
　
対
応
は

期日前投票所(本庁２階)
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そ
の
他
の
質
問

・
子
ど
も
の
体
力
向
上
の

 

取
組
み
を
。

・
学
校
で
動
物
愛
護
教
室

 

を
。
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一
般
質
問

河内直子　議員

　
　
　
　

河
内　

２
０
２
０
年
度
以

降
の
減
額
分
の
町
負
担
額

は
私
立
４
分
の
１
、公
立

10
分
の
10
と
な
る
が
、金

額
的
に
は
ど
の
位
に
な
る

の
か
。

こ
ど
も
課
長　

私
立
・
公

立
、合
わ
せ
て
４
千
万
円

前
後
に
な
る
。

河
内　

公
立
ほ
ど
自
治
体

の
負
担
が
増
え
る
。今
後
、

公
立
の
美
和
み
ど
り
保
育

所
を
ど
の
よ
う
な
形
態
に

と
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

一
つ
の
公
立
は
必

要
。存
立
の
も
と
に
充
実

し
た
施
設
の
環
境
整
備
に

努
め
て
い
き
た
い
。

河
内　

筑
前
町
で
も
、完

全
無
料
化
と
18
歳
年
度
末

ま
で
の
助
成
を
進
め
て
も

ら
い
た
い
。

健
康
課
長　

今
後
の
国
動

向
や
県
内
及
び
近
隣
状
況

を
見
な
が
ら
、少
子
化
対

策
の
視
点
も
含
め
、研
究

課
題
と
し
た
い
。

河
内　

全
国
知
事
会
も
求

め
て
い
る
よ
う
に
、公
費

を
一
兆
円
投
入
す
れ
ば
、

均
等
割
と
平
等
割
を
な
く

せ
る
。国
に
も
っ
と
強
く

働
き
か
け
を
。

町
長　

全
国
町
村
会
を
通

じ
、積
極
的
な
要
望
活
動

を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

河
内　

県
は
要
綱
を
定

め
、廃
止
前
と
同
じ
状
況

と
は
な
っ
て
い
る
が
、継

続
さ
れ
る
保
証
は
な
い
。

県
に
条
例
化
を
求
め
る
べ

き
。

町
長　

町
村
会
を
通
じ
て

必
要
で
あ
れ
ば
要
望
し
て

い
た
い
。

河
内　

篠
隈
新
道
防
災
緑

地
公
園
の
フ
ェ
ン
ス
を
も

う
少
し
高
く
で
き
な
い

か
。

都
市
計
画
課
長　

高
く
す

る
よ
り
、マ
ナ
ー
の
指
導

を
す
る
方
が
安
心
・
安
全

な
公
園
利
用
が
で
き
る
と

思
う
。

寺原裕明　議員

情
報
提
供
は
極
め
て
必
要
と
考
え
る

議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
中
継
の
実
施
を 

一
つ
の
公
立
保
育
所
は
必
要

美
和
み
ど
り
保
育
所
の

　
　
　
　
今
後
は
ど
う
な
る

寺
原　

実
施
に
向
け
て
の

こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
。

総
務
課
長　

平
成
28
年
度

か
ら
29
年
度
に
か
け
て
、

議
会
活
性
化
検
討
委
員
会

及
び
議
会
定
例
協
議
会
で

審
議
さ
れ
て
い
る
。

寺
原　

議
会
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
す
る
こ
と

で
、ま
ち
づ
く
り
へ
の
住

民
参
加
の
輪
を
広
げ
た

い
。早
期
の
実
施
を
。

町
長　

情
報
公
開
は
積
極

的
に
は
賛
成
で
あ
る
。実

施
に
向
け
て
の
論
議
を
深

め
た
い
。

寺
原　

今
、学
校
現
場
は

多
忙
を
極
め
、子
ど
も
た

ち
と
向
き
合
う
こ
と
が
困

難
な
状
況
で
あ
る
。多
忙

化
解
消
の
方
策
は
。

教
育
課
長　

県
の
指
針
に

基
づ
い
て
、町
の
教
職
員
働

き
方
改
革
指
針
を
つ
く

り
、小
・
中
学
校
の
保
護
者

に
も
周
知
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。特
別
支
援
に
係
わ

る
作
業
療
法
士
も
配
置
し

た
。

寺
原　

県
や
教
育
事
務
所

で
の
研
修
に
加
え
て
、町

独
自
の
研
修
も
あ
り
、教

職
員
の
負
担
は
極
め
て
大

き
い
。

　

削
減
の
努
力
を
し
て
も

ら
い
た
い
。

教
育
長　

学
校
を
取
り
巻

く
様
々
な
課
題
が
増
え
、

多
忙
化
に
よ
り
、子
ど
も

と
向
き
合
う
時
間
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。国
・
県
に
対

し
て
人
的
配
置
や
研
修
の

改
善
に
つ
い
て
の
要
求
を

し
て
い
る
。町
の
研
修
に
つ

い
て
も
検
証
、調
整
を
し

て
い
き
た
い
。

寺
原　

先
生
た
ち
が
し
っ

か
り
と
子
ど
も
た
ち
と
向

き
合
え
る
よ
う
、「
30
人
学

級
」の
実
現
、教
職
員
定
数

の
改
善
に
つ
い
て
も
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を

幼・保
無
償
化
で

　
　
　
　

町
の
負
担
は

子
ど
も
医
療
費
助
成

　
　

の
更
な
る
拡
充
を

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　　
引
き
下
げ
を

種
子
法
廃
止
へ
の

　
　
　
　　
対
応
を

ボ
ー
ル
が

　　
飛
び
出
し
危
険

教
職
員
の
多
忙
化

　
　
　

解
消
に
つ
い
て

大刀洗町議会ホームページより

筑前町でただ一つの公立保育所

久留米市議会ホームページより
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一
般
質
問

山本久矢　議員

他
市
町
村
の
状
況
を
確
認
し
検
討
す
る

全
国
規
模
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

          

補
助
金
見
直
し
を

山
本
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

で
全
国
大
会
に
個
人
・
団

体
で
出
場
し
、子
ど
も
た

ち
も
頑
張
っ
て
い
る
。良
い

経
験
を
し
て
お
り
、励
み

に
な
る
と
思
う
が
、補
助

金
等
の
状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長　

ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
は
19
団
体
あ

り
、施
設
利
用
は
無
料
。補

助
金
は
令
和
元
年
度
か
ら

１
団
体
に
つ
き
９
万
３
千

円
と
千
２
百
円×

団
員
数

で
交
付
し
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
単
独

の
主
催
事
業
は
事
業
費
の

二
分
の
一
、
最
高
３
万
円

補
助
を
し
て
い
る
。
町
外

へ
の
ク
ラ
ブ
等
に
加
入
し

て
い
る
個
人
に
は
、
全
国

規
模
の
大
会
参
加
時
に
補

助
を
し
て
い
る
。

山
本
　
監
督
及
び
コ
ー
チ

に
補
助
金
等
は
あ
る
の

か
。

生
涯
学
習
課
長　

出
場
者

名
簿
に
監
督
と
し
て
載
せ

ら
れ
て
い
る
１
名
に
対
し

て
助
成
と
い
う
制
度
を
、

要
綱
と
し
て
定
め
て
い
る
。

山
本
　
監
督
及
び
コ
ー
チ

は
仕
事
を
終
え
て
の
指
導

で
大
変
だ
。補
助
金
等
の

見
直
し
を
。全
国
大
会
で

入
賞
、優
勝
の
場
合
、奨
励

金
制
度
は
あ
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

成
績
に

応
じ
た
、個
人
や
団
体
に

対
し
て
の
一
時
金
的
な
奨

励
金
は
な
い
が
、今
後
、他

市
町
村
の
状
況
を
確
認
し

必
要
に
応
じ
て
検
討
す

る
。

山
本
　
是
非
と
も
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。子
ど

も
・
コ
ー
チ
・
監
督
の
励
み

に
も
な
る
。将
来
の
筑
前

町
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も

た
ち
に
、ス
ポ
ー
ツ
を
頑

張
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え

る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て

い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

　
　
　
　
支
援
状
況
は

がんばれ！ちくぜんっ子！
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６
月
議
会 

傍
聴
者
の
声

【一般質問通告書の公開】
　８月21日以降ホームページで公開
の予定です。
　また、支所窓口や議会事務局で配布
していますので、ぜひご覧ください。

令和元年９月定例会 （予定）
●開会
●一般質問

●決算審査特別委員会

●閉会

９月　３日（火）10：00～
９月　５日（木）10：00～
　～　９日（月）　 〃　　　

９月11日（水）10：00～
　～13日（金）　 〃　
９月17日（火）14：00～

 

教
育
に
関
す
る
質
疑
を
き
い
た
が
、先

生
達
が
生
き
生
き
と
仕
事
に
と
り
く
め

る
環
境
整
備
を
今
後
も
進
め
て
頂
き
た

い
と
思
う
。そ
の
こ
と
は
子
ど
も
達
に

も
き
っ
と
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
う
。　
　

　
（
匿
名
）

 

傍
聴
席
前
方
の
窓
を
低
く
し
、全
体
が

見
渡
せ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。　

（
T
・
H
さ
ん
）

 

本
会
議
の
開
始
時
刻
が
10
時
と
、丁
度

良
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、子
ど
も
の
送
迎

や
家
事
を
終
え
て
も
充
分
な
時
間
な
の

に
、若
い
世
代
の
傍
聴
が
少
な
い
こ
と

が
残
念
で
す
。ど
こ
の
市
町
村
も
同
じ
で

議
会
運
営
の
課
題
で
し
ょ
う
。若
い
方
の

関
心
を
持
つ
取
り
組
み（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
な
ど
）が
必
要
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
外
者
）

 

現
状
の
取
組
と
今
後
へ
の
推
進
に
つ
い

て
真
剣
に
議
論
さ
れ
て
い
た
。特
に
課

題
の
進
捗
状
況
を
次
回
の
定
例
会
等
で

望
み
た
い
。　　
　
　
　
（
R
・
H
さ
ん
）

傍
聴
者
数
35
人
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
後
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
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記

後

集

編

（写真左より、指揮者：林拓子さん、１番員：大庭未紗子さん、
２番員：木村紬加さん、３番員：倉掛由紀江さん、
４番員：北原恵美さん、補助員：蘇木愛さん）

CHIKUZEN  REPORT
第2回

ちくぜん
レポート

　

日
本
で
一
番
遅
い
、
梅
雨
入

り
と
な
り
、
水
不
足
が
心
配
さ

れ
な
が
ら
も
、
あ
た
り
一
面
、

美
し
い
田
園
風
景
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
豊
作
を
お
祈

り
し
ま
す
。

　

新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
取
り
組

ん
だ
第
一
号
で
し
た
が
、
読
者

か
ら
の
ご
指
摘
で
間
違
い
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
一

同
、
一
層
の
努
力
を
し
て
紙
面

づ
く
り
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
（
河
内　

直
子
）

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議　
　

長

委 

員 

長

副
委
員
長

委　
　

員

委　
　

員

委　
　

員

委　
　

員

田
中　

政
浩

山
本　

久
矢

河
内　

直
子

寺
原　

裕
明

柳　
　

雅
明

石
橋　

里
美

木
村　

和
彦

　町の話題や注目のものを町民のみなさんに
『ちくぜんレポート』としてお伝えしています。
　今回は「女性消防操法大会結団式」です。
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　６月30日（日）、筑前町男女共同参画センター・リブ
ラにおいて、『第４回福岡県女性消防操法大会』結団
式が行われました。
　大会は８月25日（日）に嘉麻市の福岡県消防学校で
行われます。筑前町女性消防隊は朝倉郡の代表として
初めて出場します。
　６月中旬より週３回、甘木・朝倉消防署西部分署の
署員の指導を受けながら、7月からは役場本庁で、厳
しい訓練に励んでいます。夜の時間帯の訓練のため、
仕事と家庭を両立させながらの取り組みには、本当
に頭が下がる思いです。
　本大会に指揮者として出場する林拓子さんは、「チー
ムワークを大切にしながら、訓練したことを本番に生
かせるように頑張ります。」と、力強く決意を語ってく
れました。
　ケガのないように訓練を行い、本番で活躍される
よう、願っています。

筑前町内で撮った写真であれば、

風景や人物は問いません。

あなたの好きな景色や子どもが

遊ぶ姿など、たくさんの応募をお

待ちしています。

※詳細は筑前町議会のホーム

　ページでご確認ください。

筑前町議会だより

「うぐいす」の

表紙写真を募集！

● 募集内容 ●
【応募資格】
【応募点数】
【被写体等】

【規 格 等】

【応募方法】

【宛先：議会事務局】　gikai@town.chikuzen.fukuoka.jp

町内在住、もしく町内通勤・通学の方
お一人様何点でも
風景、人物は問わず、町内で撮ったもの。被写体の承
諾を得たものに限ります。
縦撮り、横撮り、どちらも可能（ただし未加工・未発表
のもの）、随時募集します。
応募はプリント写真ではなく、データ（500万画素以
上）で提出願います。
写真データを下記の議会事務局宛てにメール送信、
又はCDをご持参ください。
応募の際は、撮影者の氏名・住所・連絡先・撮影場所・
写真のタイトルを提出ください。（町内通勤・通学の
方は、会社名・学校名を記載）

ひろこ

気合いを入れてファイト！
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